
（別紙３）

～ 令和7年　3月　31日

（対象者数） 15 （回答者数） 10

～ 令和7年　3月　15日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

十分な職員がいる時には、グループに分かれて活動する

2

興味のある支援方法にする

3

支援が固定されないようにする

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

療育で危険予測や体の使い方などのトレーニングを取り入れ

る

2

興味のある方が、いつでも入れる環境づくり

活動内容の発信をしていく

3

１階・２階のスペースがあり活動できる範囲がある 児童が増えることで個々のスペースが少なくなるため、遊び方

などの支援の方法を考える

アセスメントをおこない、ニーズを取り入れた支援をしている ニーズに沿った支援をおこない、発達を促している

児童の発達に合わせた支援をしている 各々の児童に合わせて支援活動をおこなっている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

施設内に階段がある 建物の構造上、仕方ないが、体の小さな児童では転倒の危険も

あるため、支援員のサポート位置に留意している

地域活動が少ない 新たな環境、違う環境に馴染めない児童もいる

令和7年　2月　25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　4月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援　ぽんぽこはうすcuore

○保護者評価実施期間
令和7年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


